


次号以降、小袖の表紙・グラビアモデルに修了生を
（一人）、そして撮影には超有名カメラマンを起用する
プランがあります。週刊誌のように、表紙だけでなく、
2ページ程度グラビアを掲載、着姿の美しさを存分に表
現。その昔、週刊誌であった「紀信の表紙」のイメージ
です。あなたのご意見をお聞かせください。ご回答い
ただいた方から抽選で10名に薄謝を差し上げます。
※抽選結果のお知らせは、発送をもって代えさせていただきます。

日本和装・小袖／KOSODEの概要
社団法人日本ABC協会（新聞雑誌部数公査機構）に加盟して
いる数少ない会員情報誌。発行部数は約70,000部で、きもの
分野の雑誌・情報誌としては、トップクラスです。申込をした方
だけに一冊ずつクロネコメールで確かに配送されています。

アンケートの送付先　　ファクス 03-3216-0057
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1. あなたは出演してみたいですか？　　
　　□ yes　　　□ no　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

2. yesとお答えの方、有料だとしたら、どれくらい負担してもいいですか？　
　　□ 30万円くらい　　　□ 50万円くらい　　　□ 100万円くらい　

　　□ それ以上だしても価値がある

3. その他、ご意見、ご要望をお聞かせください。

小袖表紙アンケート

お名前 ご住所
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キリトリ線

郵送先　〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-2-1 東京海上日動ビル新館6F  日本和装・小袖企画室宛
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　今年を「男きもの元年」に位置づけています。

女性へのきもの文化の普及を目的に、四半世紀

に渡り事業を継続し、修了生16万8,000人という

実績を残してきた当社ですが、やはり、男性にも、

きものの心を広めるべきだと考えるからです。ご

夫婦そろってきものでデート…という場面はもち

ろんですが、娘を送り出す結婚式で…新年のご

あいさつに…日本ならではのシーンがたくさん思

い浮かびます。

　そんな、きものを愛する心が絶えない限り、日本

人は自らのアイデンティティを見失うことなく、その

心が国の中で、そして世界との「絆」を保ってい

くことにつながると信じています。その心を男性に

まで広げたいです。そして、その仕事の一翼を担

うのが、われわれの会社であると自覚を新たにし

ています。さらに言えば、わたし自身が、来る11月

に満50歳を迎えることへの、決意の表現でもあり

ます。8月には秋の「4ヵ月間無料きもの着付教

室」の受講者募集がはじまります。今回もタレント

は起用せず、修了生のみなさんに活躍していた

だきます。小袖読者のみなさまにも、ぜひ、当社の

取り組みをご友人、お知り合いにご紹介いただ

けるようお願い申し上げます。

き
も
の
が
守
る
日
本
の
絆
。



秋の「４ヵ月間無料きもの着付教室」
受講者募集
全国先行受付※7月25日スタート！
※一部教室を除く

きもの仲間を増やしましょう。
ご紹介をお願いします！
日本和装の修了生はもう16万8,000人。街を歩くきもの姿の、何

人かに一人は同じ修了生かもしれませんね。「きもの姿がたくさ

ん増えると、存在感がなくなる！」と思わないで、ぜひきもの仲間を

増やしましょう。秋からはじまる「秋の教室」にご友人をご紹介く

ださい。紹介してくれたあなたへ、そして紹介されたご友人にも

「半衿」をプレゼントします。

◎紹介方法／紹介は必ず、ご本人の意思を確認してからお願いしま

す。紹介する方のお名前、ご住所をホームページ（www.kosode.jp）

までお知らせください。ご本人は通常と同じように受講をお申し込み

ください（紹介メールだけでは申込できません）。その後の詳細はメー

ルでご連絡差し上げます。

もいちど習おう、無料でね！
新企画！ おともだち教室
新しい出会いがあってお友達が増えるのも楽しいけれど、できれ

ば気の合った友人たちだけで習えたら…という想いに応える教

室新企画です。「修了生仲間で集まって」「修了生と新しく習うご

友人」「新しく習う方だけ」。どんなパターンでも基本的に大丈夫

です（※どうしてもご希望に添えない場合もありますが…）。申込

の条件は５名以上に集まっていただけることだけです。

◎申込方法／まずあなたを含めて５名以上～10名までの範囲でお集り

ください。そして教室開催希望地（日本和装の既存教室）を決めてくださ

い。うまく意見がまとまったら当社コールセンター（電話0120-154-829）

かホームページ（www.kosode.jp）まで「おともだち教室希望」と書

いて「代表者の氏名と住所」「全員の氏名と当社受講履歴の有無・連

絡先電話番号」「開催希望教室名」をお知らせください。
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今月の表紙

メインステージ コンポジット撮影 編
きもの姿モデルエージェンシー、メインステージのコンポジット撮影が行われました。
コンポジットとは「モデルがほしい会社」がモデルを選ぶために見る大切な宣伝素材。
表情豊かで、美しい着姿がモデル採用につながります。
その撮影会に参加された方に表紙に登場していただきました。
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リ
ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

今
号
よ
り
表
紙
、一
部
企
画
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

「
博
多・福
岡
」き
も
の
旅

き
も
の
工
房
訪
問「
は
か
た
匠
工
芸
」

ま
だ
ま
に
あ
う
！
観
覧
希
望

８
月
１
日・２
日「
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ
全
国
大
会
」 

他

男
の
き
も
の
講
座
募
集
ス
タ
ー
ト

夏
〜
秋
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
秋
の
お
し
ゃ
れ
講
座
」「
お
し
ゃ
れ
リ
ー
ダ
ー
の
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
拝
見
し
ま
す
」

「
自
分
で
で
き
る
ヘ
ア
メ
イ
ク
塾
」「
人
気
講
師
の
お
す
す
め
帯
」他

ご自分のおきもの、そしてご自分の着付けで撮らせていただいた写真です。



博
多・福
岡

撮
影
／
福
知
彰
子　

着
る
人
／
2
0
0
4
年
九
州
局
修
了
生
松
田
八
重
美
さ
ん　

2
0
0
8
年
九
州
局
修
了
生
楢
﨑
久
美
子
さ
ん

着
付
け
／
小
田
洋
子　

ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
／
松
原
志
津
枝　

博
多
の
街
の
南
東
か
ら
博
多
湾
へ
流
れ

る
那な

か

が

わ

珂
川
。
江
戸
時
代
に
は
こ
の
川
を
境

に
、
西
が
福
岡
、
東
が
博
多
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
福
岡
が
武
士
の
街
な
ら
博
多

は
商
人
の
街
、
ふ
た
つ
の
精
神
が
入
り
交

じ
っ
た
こ
と
で
魅
力
の
あ
る
文
化
が
生
ま

れ
の
で
し
ょ
う
。
日
本
と
大
陸
を
結
ぶ
要

所
だ
っ
た
こ
の
一
帯
に
は
、
同
時
に
異
国

文
化
も
い
ち
早
く
流
れ
込
ん
で
き
た
よ
う

で
す
。
華
や
か
な
歴
史
を
持
つ
博
多
の
街

を
、
き
も
の
で
辿
り
ま
す
。

き
も
の
旅



昔
も
今
も
大
陸
に
い
ち
ば
ん
近

い
街
。
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た

こ
の
街
に
は
、
豊
か
な
歴
史
が

息
づ
き
ま
す
。博
多
の
総
鎮
守
、

博
多・福
岡

き
も
の

旅

瀟し
ょ
う
し
ゃ
酒
な
日
本
庭
園
に

垣
間
見
る
博
多
商
人
の

「
富
」と「
粋
」。

祭
を

仕
切
り
、

歴
史
を
見
守
る

博
多
の
町
の
総
鎮
守
。

今
な
お
優
美
さ
を
宿
す
貴
重
な
木
造
公
共
建
築
。

那な

か珂
川
の

ほ
と
り
に
建
つ

赤
煉
瓦
の

洋
館
は

明
治
の
象
徴
。

博
多
で
富
を
築
い
た
商

人
、
下
澤
善
右
衛
門
親
正

の
別
荘
の
跡
地
。
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
庭
園
は
、

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
な
か

に
も
、
滝
や
池
、
水
琴
窟

を
配
す
る
変
化
に
富
ん
だ

つ
く
り
。
庭
園
を
囲
む
塀

は
瓦
や
石
を
塗
り
込
め
た

「
博
多
塀
」。
お
茶
室
も

あ
っ
て
落
ち
着
け
ま
す
。

キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
が
未
来
の
博
多

な
ら
、
す
ぐ
北
の
櫛
田
神
社
は
博

多
の
歴
史
そ
の
も
の
。
総
鎮
守
と

し
て
、
博
多
祗
園
山
笠
な
ど
、
重

要
な
祭
を
担
い
ま
す
。
各
地
区
に

置
か
れ
る
華
麗
な
飾
り
山
笠
は
、

博
多
人
形
師
が
こ
こ
ぞ
と
美
と
技

を
競
い
ま
す
。
街
中
を
練
り
歩
く

「
舁か

き
山
」は
、
こ
の
櫛
田
神
社
を

起
点
に
出
発
。
博
多
の
文
化
や
暮

ら
し
は
櫛
田
神
社
の
行
事
と
と
も

に
あ
る
の
で
す
。

日
本
の
玄
関
口
と
し
て

栄
え
た

楽
水
園

櫛
田
神
社

旧
福
岡
県
公
会
堂
貴
賓
館

福
岡
市

文
学
館

福岡市博多区住吉
2-10-7
☎ 092-262-6665
開園時間／
９時〜 17 時
休園／火曜

（祝日の場合は翌日）
 12 月 29~1 月 1 日
入園料／大人 100 円

福岡市博多区上川端町
１-41福岡市中央区西中洲 6-29

☎ 092-751-4416
開館時間／ 9 時〜 17 時
休館／月曜（祝日の場合は翌日）、
12 月 29 日〜 1 月 3 日
入館料／一般 240 円

「
博
多
町
家
」

こ
の
町
の
暮
ら
し
と

伝
統
工
芸
を
見
る
。

ふ
る
さ
と
館

明
治
の
末
に
開
か
れ
た

九
州
・
沖
縄
の
産
業
博
覧

会
の
時
に
、
来
賓
の
接
待

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
建

物
。
フ
レ
ン
チ
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
、

こ
ち
ら
も
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
階
の
食
堂
だ
っ
た

ス
ペ
ー
ス
に
は
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て
い
て
、

雰
囲
気
の
あ
る
部
屋
で
食

事
も
楽
し
め
ま
す
。

先
の
大
戦
で
空
襲
を
受
け
た
博
多
に

残
る
、貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
の
ひ
と

つ
。
東
京
駅
の
設
計
で
知
ら
れ
る
辰

野
金
吾
が
設
計
に
加
わ
っ
た
、
銅
板

葺
き
の
ド
ー
ム
屋
根
、
赤
煉
瓦
の
外

壁
が
印
象
的
な
洋
館
で
す
。
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
文

学
館
と
し
て
、
福
岡
ゆ
か
り
の
文
学

者
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

福岡市中央区天神1-15-30
☎ 092-722-4666

開館時間／９時〜21時
休館／月曜（祝日の場合は翌日）、

12 月28 日〜1月4日

福岡市博多区冷泉町6-10
☎ 092-281-7761
開館時間／10 時〜18 時

（入館は17 時半まで）
休館／12月29日〜31日
入館料／一般 200 円

　
　
　
　
　

鮮
半
島
、
中
国
大
陸
に
最
も

　
　
　
　
　

近
い
位
置
に
あ
る
博
多
・
福

　
　
　
　
　

岡
。
太
古
の
昔
か
ら
、
大
陸

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
こ
の
地
を
通
っ
て
日

本
に
入
り
ま
し
た
。
稲
作
が
伝
わ
っ
た
の

も
こ
こ
か
ら
。
有
名
な「
漢
委
奴
国
王
」の

金
印
の「
奴
」の
国
は
福
岡
市
の
あ
た
り
に

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、唐
や
新
羅
か
ら
の
使
者

を
も
て
な
し
た
鴻こ
う

臚ろ

館か
ん

の
遺
跡
も
、
平
和

台
球
場
跡
地
付
近
に
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
時

代
に
は
禅
宗
が
入
っ
て
き
ま
す
。
最
初
の

禅
寺
、聖
福
寺
が
建
立
さ
れ
、境
内
に
は
、

お
茶
の
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
茶
は

最
初
は
薬
用
、後
に
喫
茶
の
習
慣
が
広
ま
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
饅
頭
や
う
ど
ん
、
そ

ば
も
、
宋
か
ら
帰
国
し
た
留
学
僧
が
博
多

の
茶
店
に
つ
く
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
と
か
。

　

ま
た
博
多
は
交
通
の
要
所
だ
っ
た
た
め
、

国
内
外
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
、
街
は
幾
度
も
焼
か
れ
る
運
命

に
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
太
閤
割
と
呼
ば

れ
る
秀
吉
の
区
画
整
理
で
、町
は「
流
れ
」に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
は
今
の
博
多
祗
園
山
笠

の
区
割
り
に
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
戦
火
で
焼
け
た
家
の
瓦
や
石
の
か
け

ら
を
塀
に
塗
り
込
め
た「
博
多
塀
」も
、
秀

吉
の
戦
災
復
興
の
際
に
生
ま
れ
た
よ
う
で

す
。
博
多
の
地
名
は
、
も
と
も
と
は
博
多

湾
に
面
し
た
一
帯
を
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

関
が
原
の
戦
の
あ
と
に
入
国
し
た
黒
田
氏

が
那
珂
川
の
西
に
城
を
築
き
、
城
下
町
を

黒
田
家
の
出
身
地
に
ち
な
ん
で
福
岡
と
名

付
け
て
か
ら
、
町
人
が
住
む
那
珂
川
の
東

を
博
多
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

街
の
あ
ち
こ
ち
に
残
る
時
代
の
名
残
を

辿
っ
て
歩
き
た
い
も
の
で
す
。

文
化
の
証

櫛
田
神
社
が
仕
切
る
の
は
博
多
祗
園
山
笠
。
き
も
の
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は「
博
多
織
」の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

博
多
織
の
織
元
の
住
居
兼
工
房
だ
っ
た
明

治
中
期
の
町
家
を
、
移
築
復
元
し
て
い
ま

す
。
奥
へ
抜
け
る
通
り
土
間
の
片
側
が
織

場
、
片
側
が
店
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
博
多

織
の
実
演
も
毎
日
行
わ
れ
、
緻
密
な
手
仕

事
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
博
多
曲

物
、
博
多
人
形
な

ど
博
多
の
工
芸
も

展
示
さ
れ
、
実
演

も
見
ら
れ
ま
す
。

朝



福岡市博多区
対馬小路 4-10
☎ 092-272-2354
営業時間／
平日 8 時半〜
19 時、
日曜・祭日／
9 時〜 15 時
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福岡市博多区中洲中島町 4-1
☎ 092-281-2366
会席コース／
昼 8,000 円〜

（４名以上予約）、
夜 25,000 円〜。
ふぐコース／ 30,000 円〜。

（すべて税・サービス料別、
要予約）

福岡市博多区
堅粕 1-30-1
☎ 092-633-5100
直売所営業時間／
10 時〜 17 時
休／年末年始、
      お盆

昭
和
２
年
創
業
。

味
に
も
、

し
つ
ら
い
に
も
、

老
舗
の
誇
り
。

も
て
な
し
の
心
が
生
ん
だ

博
多
銘
菓「
鶴
乃
子
」。

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
、

こ
だ
わ
り
の「
柚
子
明
太
子
」。

お
饅
頭
発
祥
の
地
な
ら
で
は
。

甘
み
も
口
当
た
り
も
上
品
な

「
承
天
ま
ん
じ
ゅ
う
」と「
お
多
福
」。

漫
画『
美
味
し
ん
ぼ
』で
、

「
あ
ら
鍋
」が
紹
介
さ
れ
て

い
る
大
塚
。
自
家
製
の「
柚

子
明
太
子
」は
、
ふ
っ
く
ら

と
し
た
身
に
柚
子
の
さ
わ

や
か
な
香
り
が
ク
セ
に
。

２
０
０
g
２
１
０
０
円
。

石
蔵
屋
は
黒
田
家
が
福
岡
藩
主
に
な
る
よ
り

以
前
、
播
州
播
磨
を
治
め
て
い
た
時
代
か
ら

の
御
用
商
人
だ
っ
た
と
か
。
造
り
酒
屋
と
し

て
の
歴
史
は
明
治
初
期
か
ら
。
白
壁
に
煉
瓦

の
煙
突
の
あ
る
外
観
か
ら
も
歴
史
が
感
じ
ら

れ
、
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
直
売
所
で
は
搾
り
た
て
の
新
酒
を
は

じ
め
、酒
蔵
自
慢
の
お
酒
を
試
飲
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。「
純
米
酒 

百
年
蔵
」７
２
０
㎖

１
２
６
０
円
、
蔵
内
限
定「
し
ぼ
り
た
て
」

７
０
０
㎖  

１
０
０
０
円
。

中
洲
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
黒
板
塀
の
料
亭
。

昭
和
20
年
の
博
多
大
空
襲
で
焼
け
た
あ
と
に

再
建
さ
れ
た
建
物
は
、
創
業
者
が
建
築
材
料

は
も
ち
ろ
ん
、
障
子
の
桟
の
間
隔
な
ど
細
部

に
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
し
つ
ら
い
。
今
や

貴
重
な
本
格
数
寄
屋
の
空
間
で
、
美
し
い
料

理
を
味
わ
う
時
間
は
贅
沢
そ
の
も
の
。
女
性

同
士
の
昼
の
集
ま
り
に
芸
妓
さ
ん
を
呼
ぶ
こ

と
も
で
き
る
と
か
。
お
か
み
さ
ん
が
ち
ょ
っ

と
粋
な
遊
び
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

博
多 

老
松

石
村
萬
盛
堂

相
撲
茶
屋
大
塚

御
饅
頭
所
承じ

ょ
う

天て
ん

庵

石
蔵
酒
造

博
多

百
年
蔵

福岡市中央区高砂1-19-3
☎ 092-531-9100
営業時間／17 時〜22 時

福岡市博多区須崎 2-1 ☎ 092-291-1592
営業時間／ 9 時〜 20 時
休／ 1 月１日のみ

博
多・福
岡

き
も
の

旅

博
多
っ
子
も
う
な
る

づ
く
し

世
界
で
も
有
数
の
漁
場
と
言
わ
れ
る
玄
界
灘
の
幸
が
育
ん
だ

博
多
・
福
岡
の
食
。
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
加
工
食
品
や
日
本

の
お
菓
子
の
ル
ー
ツ
を
発
見
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

明
治
の
頃
か
ら
酒
造
り
。

博
多
に
残
る

唯
一
の
造
り
酒
屋
。

福
岡
の
お
菓
子
と
い
え
ば
、
ふ
ん
わ
り
し

た
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
黄
身
餡
を
包
ん
だ「
鶴
乃

子
」。
お
め
で
た
い
名
前
と
手
の
ひ
ら
で
包

み
た
く
な
る
よ
う
な
形
で
、
大
正
の
初
め

頃
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
お
菓
子
で
す
。
和

菓
子
屋
と
し
て
の
創
業
は
明
治
38
年
。
新

派
劇
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
博
多
出
身
の

川
上
音
二
郎
が
所
有
し
て
い
た
長
屋
を
借

り
て
の
創
業
だ
っ
た
と
か
。当
時
か
ら「
鶏

卵
素
麺
」を
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
大

量
に
残
る
卵
白
で
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
つ
く
る

と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
本

店
の
中
に
は
石
村
萬
盛
堂
の
別
ブ
ラ
ン
ド
、

萬
年
家の
コ
ー
ナ
ー
も
。
写
真
の「
鶴
乃
子
」

は
５
個
入
り
５
２
５
円
。

し
っ
と
り
と
し
た
皮
に
包
ま
れ
た
お
饅
頭
は
、

こ
し
餡
と
ゆ
ず
餡
の
２
種
類
。
ふ
っ
く
ら
炊

き
上
げ
た「
お
多
福
」と
と
も
に
こ
の
店
の
名

物
。
滋
味
深
い
甘
み
に
癒
さ
れ
ま
す
。「
承
天

ま
ん
じ
ゅ
う
」８
個
入
り
１
１
０
０
円
。「
本

だ
き
お
多
福
」２
６
０
g
１
０
５
０
円
。

※ P10 〜 11 の商品の価格は消費税込みです。



◉ 教室場所／日本和装・品川スタジオ（品川イーストワンタワー21F）

◉ 受講日

◉ 講座ガイダンス　○ 9月4日（火曜日）19：00～　○ 9月8日（土曜日）13：00～

◉ 教室の内容
きものの「選び方・着方・しまい方」が 6 回でご自分できるようになります。
カリキュラムに沿って一律的に行うのではなく、各コース５名程度を
定員として、個人の習熟度に応じて、マンツーマンに近いカタチで行います。
◉ 受講上のご注意
ご自分のきもの、帯でご参加いただくのが原則ですが、
帯は無料レンタル（本数限定）を用意しています。きものをお持ちでない方は、
事前ご購入も可能です。
◉ 応募資格　20歳以上の方※学生の方はご遠慮ください。

◉ お問合せ・ご応募先　メールのみ mens@wasou.com

秘書のための男きもの講座
2012年6月12日以降／火曜日・水曜日・木曜日／日本和装・品川スタジオで開催。
詳細はメールでお問合せください。mens@wasou.com

◉ 時間　○イブニングコースは19時～21時まで  ○デイコースは13時～15時

JR品川駅港南口から徒歩1分の「即アクセス地」で開催。

コースは日曜日を除く毎曜日に設定。月～金は午後7時から。

知りたい、聞きたい。コースの詳細を説明いたします。

帯はレンタルも用意。きものの事前購入も可能です。

月曜イブニングコース／ 9月10日スタート・毎週月曜日全６回
火曜イブニングコース／ 9月11日スタート・毎週火曜日全６回
水曜イブニングコース／ 9月12日スタート・毎週水曜日全６回
木曜イブニングコース／ 9月13日スタート・毎週木曜日全６回
金曜イブニングコース／ 9月14日スタート・毎週金曜日全６回
土曜デイコース　　　／ 9月15日スタート10月16日まで、毎週土曜日全６回

同時スタート

日
本
和
装
に
と
っ
て
今
年
は「
男
の
き
も
の
元
年
」。

９
月
か
ら
は
東
京
・
品
川
で
本
格
的
に「
男
の
き
も
の
講
座
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。

自
分
で
着
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る「
き
も
の
の
楽
し
み
」を

周
囲
の
男
性
た
ち
に
広
め
て
く
だ
さ
い
。
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き
も
の
仲
間
に
周
囲
の「
男
た
ち
」を
ま
き
こ
ん
で
、

あ
な
た
の
、き
も
の
姿
を
よ
り
い
っ
そ
う
、輝
か
せ
ま
し
ょ
う
！

さ
ぁ
、

男
の
き
も
の
講
座
2
0
1
2
秋
コ
ー
ス
、

通
い
や
す
く
、習
い
や
す
く
…
新
コ
ン
セ
プ
ト
で
。



明日の日本和装、
出番はあなたです。

日本一の着付教室で「先生」になる！
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第3期を迎え、ますます充実のカリキュラム。
「教えること」を学ぶことは、最高の自分磨きでもあります。

「きものマエストラ
育成カレッジ」試験要項

試験に合格したら
「育成カレッジ」へ！

（いこうよ わふく）

www.kosode.jpへ
受付は月～土 9：00～18：00（日祝除く） ※携帯電話、PHSでもOKです。

0120-154-829

着付けの技術を教えられる「講師」は日本中にたくさんいます。
でも「きものの知識、着る楽しみ」「所作やコーディネート」など、
トータルで教えることができる、きものの「先生」は
そう多くはありません。「きものマエストラ育成カレッジ」は
きもののプロ、名実とも「先生」を育てる教育プログラムです。

　

週
１
回
、
全
12
回 

10
時
～
16
時（
５
時

間
）が
基
本
。
き
も
の
着
用
が
必
須
。

　

講
義
や
実
習
に
加
え
、
宿
泊
も
し
く
は

終
日
で
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

　

着
付
け
指
導
や
き
も
の
知
識
に
つ
い
て

の
講
義
や
実
習
を
、
特
別
招
聘
教
授
が
指

導
し
ま
す
。

　

特
別
招
聘
教
授
は
、
現
役
の
日
本
和
装

着
付
講
師
の
中
か
ら
地
域
の
ト
ッ
プ
講
師

を
任
命
し
ま
し
た
。

　

心
理
学
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
教
室
の

運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
講
座
や
日
本

和
装
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

全
体
で
行
う
、
合
同
宿
泊
研
修
や
地
域

の
枠
を
越
え
た
現
場
研
修
な
ど
を
実
際
に

体
験
し
な
が
ら
、
講
師
同
士
の
交
流
も
深

ま
り
ま
す
。

マエストラは日本和装が理想とする「先
生」です。ただ技術を教えるだけでは、
先生とは呼べません。自分自身がきも
のの楽しみを知り、伝えることができる
ことこそ、きもの文化を広げる「マエスト
ラ」と呼べるのです。ビジネスとしての
姿勢など社会で生きることも学びます。
少しおおげさですが、ご一緒に人生の
ステップアップを目指しましょう。

（※）「通いたい着付教室」No1（2009年7月地域経済研究所調べ）

（※）

「KOSODE」に掲載されていた 1 期生
の募集ページを見て「新しくて楽しそ
うだな」と応募し、その半年後には着
付講師としてデビューしました。一人
の、きもの好きな主婦だった私が今度
は「先生」としてきものファンを増やし
ていける、そんなやり甲斐と楽しさを
日々感じています。

第 1 期生はすでに、各教室で活躍しています。写真は岡山で行われた「フォ
ローアップ研修」のようす。当社代表の吉田が直接、研修を行うことも多く、
それは当社のマエストラへの期待の大きさでもあります。

第 2期生の合宿研修の様子。きものの知識、着付けの技術はもちろん、所
作、コーディネート、ビジネスマナーにいたるまで、きもののプロとしての一
流を目指します。

受験資格
日本和装「無料きもの着付教室」の修了
生（13回目の試験を終えた方）

選考方法
筆記および作文（200文字程度）
※筆記試験の出題範囲は小冊子「きもの
事始め」からです。
※受験時はきもの着用でお越しください。

入学試験日
下記のいずれかから1日をお選びください。
会場の詳細は後日お送りする案内にて
ご確認ください。
試験時間は、各日13：00～14：00です。

受験料
5,250円（税込）
※小冊子「きもの事始め」をお送りします。

申し込み締切 7月31日（火）

週1回・全12回、10：00～16：00　
受講料無料（一部自己負担あり）
※きもの着用必須

8月下旬から 9 月下旬にかけて以下
の教室で順次開講予定。ご希望の
教室は試験時にお伺いします。

◉ 

講
義
と
実
習

◉ 

教
室
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

◉ 

交
流・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

試験会場
札幌
仙台
さいたま
東京
横浜
静岡
名古屋
大阪
岡山
広島
福岡
熊本

試験日
8/9	（木）	・10（金）・11（土）
8/6	（月）	・10（ 金）　　　　
8/6	（月）	　 　 　 　 　 　 　
8/8	（水）	・9（木）・10（金）
8/8	（水）	・9（木）・10（金）
8/11	（土）	　　　　　　　
8/8	（水）	・11（土）	 　
8/9	（木）	　　　　　　　
9/2	（日）	　 　 　 　 　 　 　
8/8	（水）	・9（ 木 ）　　　　
8/7	（火）	・8（ 水 ）・9（ 木 ）
8/7	（火）	・8（ 水 ）・9（ 木 ）

地域
札幌
仙台
さいたま

東京

横浜
静岡
名古屋
大阪
岡山
広島
福岡
熊本

開講教室、曜日（予定）
札幌＝木・金・土
仙台駅前 =月・金
新都心 =月	
銀座=火・木
新宿=火・木
品川＝火・木
横浜 =火・木
静岡＝日
ミッドランド=月・金
阪急梅田=木
岡山＝水
リーガロイヤル=木、福山=金
天神＝火	
下通＝水

マエストラ事務局長

マエストラ第 1 期生／
武蔵小杉教室担当

梅田みゆき

第1期生　活躍中！

第 2 期生　成長中！

柴﨑節子

入学から採用までのスケジュール

※現場研修、試験などのための交通費等は自己負担となります。

※きもの講師になるには、「きものマエストラ育成カレッジ」修了
後、認定試験（受験料31,500円）に合格し、認定証の発行（21
万円 /講師採用を保証するものではありません）と局面接を受け
る必要があります。

入学試験 ８／6（月）～11日（土）
全国12会場にて実施（5,250円）

STEP 1

認定試験  12月中旬
東京／名古屋／大阪にて、筆記・実技・面接試験を
実施。合格者には認定証を授与（希望者のみ、21万円）

STEP 3

教育実習  2013 年1月
実際の教室やセミナー、イベントにて行います。

STEP 4

局面接
STEP 5

講師デビュー　2013 年2月～
採用決定者のみデビュー可能となります。

STEP 6

「きものマエストラ育成カレッジ」開講 8月下旬
週1回・全12回、10：00～16：00（随時、現場研修を実施）

STEP 2 受講料無料※

講義と実習

教室運営
プログラム

交流・体験
プログラム

お申し
込みは

お問い
合わせは

「きものマエストラ育成カレッジ」第３期生募集

開講スケジュール





帯
に
よ
っ
て
幅
広
く
着
こ
な
せ
る
御
召
に
、
色
数
を
抑
え

す
っ
き
り
と
織
り
上
げ
た
袋
帯
を
合
わ
せ
て
、

エ
レ
ガ
ン
ト
な
着
姿
を
演
出
し
ま
し
た
。
野
の
草
花
を

シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
表
現
し
、
控
え
め
に
配
し
た
ア
リ
や

ト
ン
ボ
が
装
う
楽
し
さ
を
添
え
る
こ
の
帯
は
、
和
紙
箔
に

さ
ら
に
手
揉
み
和
紙
風
の
加
工
を
施
し
た
秀
作
で
、
絹
と

和
紙
の
天
然
素
材
。
し
な
や
か
な
風
合
い
も
魅
力
で
す
。

帯
／
長
嶋
成
織
物　
帯
揚
げ
、
帯
締
め
／
長
嶋
成
織
物

淡
い
紫
地
の
御
召
に
個
性
的
な
紹
巴
織（
し
ょ
う
は
お
り
）の

袋
帯
を
取
り
合
わ
せ
、
や
さ
し
い
き
も
の
の
印
象
を

引
き
締
め
た
趣
味
性
高
い
装
い
で
す
。
ナ
ズ
ナ
の

モ
チ
ー
フ
に
遊
び
心
が
香
る
こ
の
帯
は
、
光
線
に
よ
っ
て

色
が
微
妙
に
変
化
す
る
燿
変
染（
よ
う
へ
ん
ぞ
め
）。
軽
く
て

す
べ
り
が
よ
く
、
西
陣
織
の
技
が
光
る
ひ
と
品
で
す
。

角
出
し
風
の
変
わ
り
結
び
で
後
ろ
姿
に
趣
を
添
え
て
。

帯
／
河
瀬
満
織
物　

帯
揚
げ
、
帯
締
め
／
河
瀬
満
織
物

装
い
を
引
き
締
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

ナ
ズ
ナ
の
モ
チ
ー
フ
に
遊
び
心
を
託
し
て

紹
巴
織
の
袋
帯
。

手
揉
み
和
紙
の
風
合
い
が
魅
力
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
っ
き
り
品
よ
く
装
っ
て

和
紙
箔
の
袋
帯

リバーシブル帯の
反対面は紅葉柄。

小物でシャープな印象に

帯揚げ、帯締めの色を
効かせて、帯まわりを

個性豊かに演出

右のソフトな小物合わせに対して、こ
ちらは帯揚げ、帯締めの色を効かせ
たワンランク上の個性豊かな帯まわり
です。帯揚げ、帯締め／長嶋成織物

紅葉を織り出した反対面に黒、白の小
物をコーディネート。紫系の小物でま
とめた右に対して、シャープな仕上が
りです。帯揚げ、帯締め／河瀬満織物

1
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撮
影
／
林 

秀
憲　
ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
／
お
お
つ
か
み
つ
え

着
付
け
／
石
山
美
津
江主

人
と
ふ
た
り
の
息
子
さ

ん
と
と
も
に
東
京
都
に
お

住
ま
い
の
風
呂
田
さ
ん
。

き
も
の
に
は
縁
が
な
か
っ
た
風
呂
田

さ
ん
が
着
付
け
を
習
い
始
め
た
の
は
、

和
服
好
き
な
ご
主
人
の
お
母
さ
ま
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
き
も
の
を
譲
り
受

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
語
り
ま
す
。

 「
以
前
か
ら
和
服
に
興
味
は
あ
っ
た
も

の
の
、
な
か
な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず

に
い
た
の
で
す
が
、
母
の
き
も
の
を
着

た
い
一
心
で
お
教
室
に
通
い
ま
し
た
。

初
め
は
何
も
わ
か
ら
ず
く
じ
け
そ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
装
う
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
き

も
の
を
着
る
と
別
の
世
界
に
身
を
置

い
た
よ
う
で
本
当
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
し
、
仕
草
ま
で
変
え
て
く
れ

る
和
の
装
い
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」

秋
の

講
座

お
し
れ
ゃ

一
枚
の
き
も
の
の
変
化
を
楽
し
む

2
0
0
7
年
首
都
圏
エ
リ
ア
修
了
生

絵
羽
の
御
召
は
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
大
活
躍
。

さ
り
気
な
く
上
品
な
着
こ
な
し
を
心
が
け
て
い
ま
す

風
呂
田 

薫
さ
ん

ご

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
本
格
的
な
き
も
の
の
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
め
る
季
節
の
到
来
で
す
。
一
枚
の
き
も
の
も
、
帯
や

小
物
を
変
え
る
こ
と
で
新
鮮
な
着
こ
な
し
が
実
現
し
ま
す
。

今
回
は
風
呂
田
薫
さ
ん
と
山
本
啓
代
さ
ん
が
、
ご
自
身
の

装
い
で
登
場
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
変
わ
る

き
も
の
の
表
情
を
楽
し
み
ま
す
。
秋
の
外
出
の
ご
参
考
に
。

One more technique

One more technique

きもの╱長嶋成織物　帯╱長嶋成織物



更
紗
調
の
柄
が
映
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

気
品
薫
る
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル

紹
巴
織
の
袋
帯

乱
菊
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
配
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
趣
を
身
に
ま
と
っ
て

麹
塵
染
の
袋
帯
。

帯も小物も反対面を
コーディネート。

シックな雰囲気に仕上げて

反対面はユニークな
タンポポ柄。クールな

小物で凛とした帯まわりに

乱菊の反対面はタンポポ。一本で春に
も秋にも季節感のある装いを満喫でき
ます。効かせ色のクールな小物で引き
締めて。帯揚げ、帯締め／となみ織物

帯と帯締めは右の反対面を、グラ
デーションに染めた帯揚げは紫部分
を使用してシックな印象の帯まわり
に。帯揚げ、帯締め／西陣まいづる

One more technique

One more technique

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
配
し
た
乱
菊
が
モ
ダ
ン
な
着
こ
な
し
を

約
束
す
る
紹
巴
織
の
袋
帯
を
取
り
合
わ
せ
、

万
筋
の
江
戸
小
紋
に
秋
の
季
節
感
を
添
え
た
装
い
を

演
出
し
ま
し
た
。
切
り
紙
散
ら
し
の
地
模
様
に
乱
菊
が

映
え
る
こ
の
帯
は
、
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
と
淡
い
地
色
が

ほ
ん
の
り
薄
紫
に
変
化
す
る
麹
塵
染（
き
く
じ
ん
ぞ
め
）。

シ
ー
ン
に
よ
っ
て
帯
の
異
な
る
表
情
が
楽
し
め
ま
す
。

帯
／
と
な
み
織
物　

帯
揚
げ
、
帯
締
め
／
と
な
み
織
物

帯
合
わ
せ
次
第
で
さ
ま
ざ
ま
な
T
P
O
に
対
応
で
き
る

江
戸
小
紋
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
更
紗
調
の
袋
帯
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
し
っ
と
り
と
品
よ
く
ま
と
め
た

装
い
で
す
。
更
紗
調
の
柄
を
裂
取
り
に
す
る
こ
と
で

お
し
ゃ
れ
感
を
プ
ラ
ス
し
た
紹
巴
織
の
袋
帯
は
、
し
っ
か
り

打
ち
込
ま
れ
た
帯
地
か
ら
絹
の
風
合
い
が
伝
わ
る
一
本
。

す
っ
き
り
と
し
た
結
び
心
地
で
、美
し
い
着
姿
が
保
て
ま
す
。

帯
／
西
陣
ま
い
づ
る　
帯
揚
げ
、
帯
締
め
／
西
陣
ま
い
づ
る

1

2

Pattern

Pattern
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娘
の
入
卒
式
の
た
め
に
誂
え
た
万
筋
の
江
戸
小
紋
。

多
彩
な
帯
合
わ
せ
が
楽
し
め
る
愛
用
の
一
枚
で
す

奈
川
県
在
住
の
山
本
さ
ん

は
、
ご
主
人
と
お
嬢
さ
ん
の

三
人
家
族
。
趣
味
の
フ
ラ

メ
ン
コ
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
が

向
い
て
い
た
山
本
さ
ん
で
す
が
、
四
十

歳
を
前
に
和
の
文
化
に
強
く
惹
か
れ

て
着
付
け
を
習
い
始
め
た
そ
う
で
す
。

 

「
日
本
の
伝
統
衣
裳
で
あ
る
き
も
の
を

ど
う
し
て
も
自
分
で
装
い
た
く
て
応
募

し
ま
し
た
。
最
初
は
本
当
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導

の
も
と
、
三
ヵ
月
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
突

然
、
前
が
開
け
て
無
理
な
く
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
教
室
に
通
っ

た
こ
と
で
和
の
文
化
の
奥
深
さ
に
触
れ

ら
れ
た
こ
と
を
、
と
て
も
幸
せ
に
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
年
後
の
娘
の
成

人
式
に
向
け
て
他
装
も
学
び
、
私
の

手
で
着
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

2
0
0
5
年
首
都
圏
エ
リ
ア
修
了
生

山
本
啓
代
さ
ん

神

秋
の

講
座

お
し
れ
ゃ

きもの╱柴孫　帯╱となみ織物
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Events Flash
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イベントの見どころ、買いどころ、そしてお得どころをお伝えします。
開催日程など詳細は、別冊「イベント情報」をご参照ください。

2012秋・イベントフラッシュ

日本和装が総力をあげた季節の「メインイベント」

きもの遊々会「大博覧会」
北は北海道から南は福岡まで、全国主要８都市で行う、

きもの遊々会「大博覧会」。その名のとおり、日本和装

の、最大規模のイベントです。今回の見どころは、全国

から集合した、多彩な染織、そしてそれを作る職人技が

目の前で見れること。まさに「見どころ」です。

江戸小紋、西陣御召、本場大島紬はもちろんのこと、山

形の紅花紬、徳島の本藍染の職人も来場。秋の一日、

じっくり、きものに浸ってください。

江
戸
小
紋（
東
京
）

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸
小

江
戸戸
小
戸
小
戸
小
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（
東
紋（紋（
東
京
）
京
）
京
）
京
）
京
）
京京京
）
京
）
京
）
京
）
京
）））

江
戸
小
紋（
東
京
）

西
陣
御
召（
京
都
）

西西西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御

西
陣
御
陣
御
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（
京
召（

都
）
都
）
都
）
都
）
都
）
都
）
都
）
都
）
都都
）
都
）））））

西
陣
御
召（
京
都
）

置
賜
紬（
山
形
）

置置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
紬

置
賜
（（（
山
形

（
山
形

（
山
形

（
山
形

（
山
形

（
山
形

（
山
形

（
山
形
山
形
山
形
山
形形
））））））））））））

置
賜
紬（
山
形
）

本
場
大
島
紬（
鹿
児
島
）

本本本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場
大

本
場

島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（
島
紬（（
鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島

鹿
児
島
児
島
））））））））））））

本
場
大
島
紬（
鹿
児
島
）

本
藍
染（
徳
島
）

本本本本本本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染

本
藍
染
藍
染（
徳
（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島

（
徳
島
徳
島
徳
島
徳

）））））））））））））

本
藍
染（
徳
島
）

ほかにも数多くの産地の染織を取り揃えています。ほかにも数多くの産地の染織を取り揃えています。

当日はKOSODEモデルオーディションも開催され、着姿を無料で撮影し、写真を差し上げています。

中国やインド、東南アジアとの交易が盛んだった琉球王

国時代から発展した琉球きもの。おなじみ、ただ一つの

染物「紅型」、インドから伝わったとされる「琉球絣」、沖

縄でただ一つの泥染め「久米島紬」のほか、「芭蕉布」

「宮古上布」「八重山上布（やえやまじょうふ）」「花

織」、「ミンサー」など、琉球の染織物の個性的で素敵で

す。一挙に見るチャンスです。

■多彩な来場者特典！

［日本和装オリジナル「和装用ガードル」］ ただし数量限定、お早めに！

［きものパーティ］ 整理券を配布します。定員あり！

POINTS

■人気の来場者特典！

「琉球紅型染ハンカチ」

城間栄順師がデザイン監修した「琉球紅型染ハンカチ」

をお一人様1枚差し上げます。

POINTS

詳しくは、別冊
「イベント情報」

夏きもの取扱No.1の
日本和装が企画する「夏きものファイナル」 詳しくは、別冊

「イベント情報」

詳しくは、別冊
「イベント情報」
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縄
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紅
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沖
縄
本
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カチ」
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染
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染
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染
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本
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）

本
島
）

本
島
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）

本
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本
島
）

本
島
）

本
島
）

本
島
本
島
）

本
島
）

芭
蕉
布（
沖
縄
本
島
）

八
重
山
上
布（
石
垣
島
）

八八八八八
重
山

八
重
山

八
重
山

八
重
山

八
重
山

八
重
山

八
重
山

八
重
山

八八八
重
山

八
重
山

八
重
山

八八
重
山

八
重
山
重

上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布（
上
布
上
布（
上
布
上
布
上
布
上上
布布
石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣
島

石
垣垣
島
）））））））））））））））

八
重
山
上
布（
石
垣
島
）

「夏こそきものを！」と提案し続けてとうとう実績ナンバーワンを獲得した日本和装

が自信を持ってお届けする夏きものコレクションが一堂にそろいます。「ファイナル」

だからこそのお買い得な品もいっぱい。夏きものと言っても、着用期間は長く、

着ていく機会、場所もけっこう多いものです。この機会にぜひお揃えください。

■人気の来場者特典！
［日本和装オリジナル「夏の肌襦袢＆ステテコ」］ 
日本の夏に重宝する機能性を極めたオリジナル商品をお一人様1セット差し上げます。

POINTS

販売会なしの
短期教室　  「おさらいコース」 詳しくは、本誌

16ページ

無料きもの着付教室を修了したけれども「まだ不安なことがある」「細かいと

ころがわからないくて…」という方にぴったりなコースです。週1回・全3回・受講

料無料、カリキュラム中に販売会はありません。お気軽にご参加ください。

■
全国各地で開催！ 復習のみの3回コースなので、集中して着付けの復習ができます。

POINTS

秋までに、
もっときれいに「サマーランクアップ教室」 詳しくは、別冊

「イベント情報」

夏のうちに着付けのランクアップを目指しましょう。薄ものの着付け方から秋の単

衣のコーディネートまで、充実したカリキュラムになっています。秋になる頃には、ワ

ンランク上の着付けとコーディネートでお出かけできます。週1回・全5回、受講料

無料（一部実費はご負担ください）。

■
カリキュラムの最後、5回目は着る機会。クラスの皆さんと一緒にきものでお出かけください。

POINTS

自然に育まれた
島々の染織が大集合 ！「琉球のきもの」

※イベント内容は、会場によって異なる場合があります。※イベント内容は、会場によって異なる場合があります。
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きもの姿で、おもしろいこといっぱい！
日本和装の今をお伝えします。

スーパーブリリアンツ・ステージ
ステージテーマは「華」。日本和装、日本を代表する「華」として 世界には
ばたくスーパーブリリアンツ。競い合ってこそ、美は磨かれるもの。彼女
たちが次に目指すのは「世界」です。

ブリリアンツ全国大会
左右のスクリーンには華をモチーフにした、グラフィックが描き出され、音
楽に合わせて次々に美しい花を咲かせます。それなまるで、きものと出会
い、今日のステージを迎えた出演者そのものです。

お申し込みは　0120-154-829

演出案はこれだ！

　

８
月
１
日
、前
夜
祭
＆
ス
ー

パ
ー
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ
・ス
テ
ー

ジ
、翌
２
日
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ

全
国
大
会
に
む
け
て
、今
、

着
々
と
準
備
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。出
演
者
エ
ン
ト
リ
ー
は

順
調
に
増
え
、日
本
和
装
史

上
、最
大
の
着
姿
コ
ン
テ
ス
ト

に
な
る
こ
と
は
決
定
！
で
も
、

観
覧
の
申
込
は
ま
だ
ま
だ
で

す
。１
２
０
０
名
が
着
席
で

き
る
大
ホ
ー
ル
を
き
も
の
で

い
っ
ぱ
い
に
す
る
た
め
に
、ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

１
０
０
人
、全
員
主
役
を

テ
ー
マ
に
秋
の
受
講
者
募
集

C
M
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。ま
ず
は
、そ
の
１
０
０

名
を
選
ぶ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
、６
月
24
日
、開
業
し
た
ば

か
り
の「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
様

子
は
CS「LaLaT

V

」で
ミ
ニ

番
組
と
し
て
オ
ン
エ
ア
が
予

定
さ
れ
て
お
り
話
題
を
集
め

そ
う
で
す
。も
ち
ろ
ん
そ
の

映
像
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発

表
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！

８
月
１
日
、２
日
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ
全
国
大
会
、準
備
進
行
中
。

ま
だ
間
に
合
う「
出
演
、観
覧
」。

至
急
エ
ン
ト
リ
ー
を
！

あのブリリアントな声で、
名前を呼ばれてみませんか？

東京、ニューヨーク、パリ、シンガポール
など７都市を拠点に、日本企業、外資系
企業の様々な事業領域における戦略コ
ンサルティング業務、投資ファンド運営
事業、地方自治体、各国政府・行政団体
へのアドバイザリー・サービスに従事する
傍ら、テレビ・ラジオのパーソナリティー、
コメンテーターとしても活動。また低音の
よく響く声で、「インテル入ってる」はじ
めCMナレーションも多数。
◎テレビ／とくダネ！（フジテレビ）、毎週金
曜日レギュラーコメンテーターとして出演
中。「マゼランの魂」（テレビ東京）、年6回
の経済特番。5月20日第1回放送。
◎ラジオ／Make It21（J-WAVE）、毎週
土曜22：00～22：54、生放送。

コンポジ効果、現る！
某大手流通企業オリジナルブランドの
「シニアイメージモデル」にMさんが決定
しました。今回撮影したコンポジによるプ
レゼン、オーディションなど、厳しい道の
りでしたが、Mさんが見事にクリアされま
した。ありがとうございます。

（左の写真は別の方です）

アマナイメージズとの
提携＆ホームページ出演決まる！
新しいカタチのモデル紹介サイトとして、注目
されている「aModel」（http://amodel.jp/）
に約20名のメインステージ登録モデルが登場
することになりました。7月15日撮影、9月には
アップ予定です。写真やプロフィールだけでな
く、動画でも紹介されます。

全国大会司会予定は
ショーンK
（ショーン・マクアードル・川上）

渋谷ヒカリエで開催。
当日のようすはLaLaTVで。
「100人、全員主役！」
CMオーディション。

　

モ
デ
ル
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
P
R
の
た
め
に
持
つ
、写
真

を
中
心
に
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

シ
ー
ト
を「
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
」と

呼
び
ま
す
。そ
の
撮
影
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
モ

デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
ア
マ

ナ
イ
メ
ー
ジ
ズ
と
提
携
、モ
デ

ル
の
み
な
さ
ま
の
活
動
範
囲

が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
す
。

Mさん、大手流通モデルに採用される！
メインステージ、本格再起動！

小袖TV開局、初取材！ 緊張の瞬間。きものへの想いをたくさん語っていただきました。

有名カメラマンによる記念撮影会も！
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絹
鳴
り
の
音
、凛
と
博
多
帯

第
七
回

鎌
倉
時
代
に

生
ま
れ
た
と
い
う
博
多
織
。

美
し
い
柄
が
浮
き
上
が
り
、

し
な
や
か
で
し
っ
か
り
し
た

風
合
い
の
織
物
は
、

江
戸
時
代
に
幕
府
へ
の

献
上
品
と
な
り
ま
し
た
。

黒
田
藩
の
政
策
で

織
り
の
技
術
は
磨
か
れ
、

華
や
か
な
町
人
文
化
に
よ
っ
て

粋
な
間か

ん
と
う道

柄（
縞
柄
）が

発
達
し
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
を

今
に
受
け
継
ぐ
博
多
織
の
工
房

「
は
か
た
匠た

く
み

工
芸
」を

福
岡
市
の
隣
、

大
野
城
市
に
訪
ね
ま
し
た
。

撮
影
／
大
川
裕
弘

き
も
の
工
房
訪
問
大
野
城
市 

博
多
織　

  

は
か
た
匠
工
芸

献
上
帯
に
由
来
を
持
つ
伝
統
工
芸
の
粋

（上）献上柄の伝統が生きる縞と唐
草模様を組み合わせた唐草間道
の帯。二枚の織布がかがり縫いさ
れた袋帯でリバーシブルになって 
いる。織手は黒のモノトーン系の 
帯が日高さと子。その他の帯は 
一木孝厚。（右下）筑前黒田藩の居
城、福岡城跡。

●本誌の最後にブリリアンツ持株会のお知らせがあります。合わせてご覧ください。

日
本
和
装
の

株
主
に
な
ろ
う
！

日本和装ホールディングス
（証券コード2499）の株式は…。

「IR」ってなんですか？

日
本
和
装
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
株
式
は

「
1
株
か
ら
買
え
ま
す
」（
売
買
単
位
／
１
株
）。

そ
れ
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
株
主
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

日
本
和
装
の
フ
ァ
ン
を
い
っ
ぱ
い
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

修
了
生
に
も
株
主
さ
ま
が
た
く
さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

教
室
を
修
了
し
て
、
当
社
の
事
業
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、

株
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
あ
り
が
た
い
株
主
さ
ま
で
す
。

少
し
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
ん
な
株
主
さ
ま
、

石
渡
久
海
子
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

大
森
／
株
主
に
な
ら
れ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

石
渡
／
2
0
1
0
年
に
教
室
を
修
了
し
、

翌
年
に
株
主
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

実
家
が
織
物
会
社
を
営
ん
で
お
り
、
幼
少

の
頃
か
ら
反
物
に
囲
ま
れ
た
生
活
で
し
た

が
、
自
分
で
き
も
の
を
着
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
母
が
他
界

し
、
形
見
に
た
く
さ
ん
の
き
も
の
を
受
取
っ

た
こ
と
か
ら
、
自
分
で
着
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
、
日
本
和
装
の
教
室
に
通
い

始
め
ま
し
た
。
勉
強
を
し
て
い
く
う
ち
に
、

き
も
の
の
素
晴
し
さ
を
再
認
識
す
る
と
同
時

に
、
き
も
の
産
業
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
現
状

を
知
り
ま
し
た
。
自
ら
が
き
も
の
を
着
て
、

き
も
の
の
素
晴
し
さ
を
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
こ

と
が
、
産
業
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
考
え

の
も
と
で
事
業
展
開
し
て
い
る
日
本
和
装
を

応
援
し
た
い
と
思
い
株
主
に
な
り
ま
し
た
。

大
森
／
日
本
和
装
の
事
業
内
容
に
共
感
し

て
、
株
主
に
な
ら
れ
た
訳
で
す
ね
。

石
渡
／
吉
田
社
長
の
話
で「
き
も
の
を
着
ら

れ
な
い
と
、
き
も
の
は
広
ま
ら
な
い
」と
聞

い
た
と
き
に「
ま
さ
に
、
そ
の
と
お
り
だ
と
」

思
い
ま
し
た
。
き
も
の
を
着
ら
れ
る
人
を

増
や
す
こ
と
、
き
も
の
を
身
近
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
、
産
業
を
活
性
化
す
る
近
道

だ
と
の
考
え
に
共
感
し
ま
し
た
。
日
本
和

装
の
考
え
に
乗
っ
て
、
一
緒
に
き
も
の
業
界

を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
森
／
株
主
優
待
の
内
容
で
希
望
さ
れ
る

も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

石
渡
／
優
待
が
目
的
で
株
主
に
な
っ
た
訳

で
は
な
い
の
で
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い

て
聞
か
れ
れ
ば
、
購
入
割
引
が
あ
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
。
修
了
生
の
間
で
も
話
題
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
森
／
最
後
に
、
株
主
さ
ま
と
し
て
今
後

の
日
本
和
装
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

石
渡
／
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
今

ま
で
通
り
、
清
く
正
し
く
事
業
に
取
組
ん

で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
楽
し
く
、

参
加
し
や
す
い
着
る
機
会
も
ど
ん
ど
ん
開

催
し
て
、
き
も
の
を
広
め
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

大
森
／
今
日
は
教
室
前（
企
画
教
室
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）に
時
間
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年２月東京証券取引所第二部へ上場。各証券
会社の窓口やネット証券取引で購入していただけ
ます。ちなみに株価は 29,310円（平成24年6月18
日終値）。平成23年度は 1 株あたり1,500円の配
当を実施しました。この配当の他に、株主優待も
行っています。平成23年度は 1 株株主には写真の
ようなクオカードを、2株以上の場合は、VISA 加
盟店で使える「VJAギフトカード」を株式数に応じて
1,000 円～ 5,000 円分を進呈しています。

※配当、株主優待の内容は将来に渡って約束さ
れているものではありません。株式はご存知のよ
うに価格が変動します。リスクをご理解の上、ご
購入を検討していただけますようお願いいたします。

Investor Relations を略して「IR」。企業が、株
主や投資家のみなさまに、投資のための判断に必
要な企業情報を、適時、公平、継続して提供す
る活動のことをいいます。当社では、IR 担当社
員、大森由貴子も修了生です。IR ブログ http://
ir.wasou.com/ 日本和装HPからリンクしています。

石渡さんのインタビュー。場所は当社
渋谷教室で。聞き手は本社 IR 担当、
大森由貴子です。

石渡さんは知的な美しさ、やさしい存
在感を醸し出す方。メインステージに
も登録されています。

次回、お話をお聞きできる「修了生株主さま」を募集しています。ご応募、お問合せはIR担当／大森 ir-info@wasou.comまで。

日
本
和
装
I
R
便
り  　

   

そ
の
１
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福
岡
空
港
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
街

並
み
の
一
角
に
、
博は

か
た
お
り

多
織
の
工
房「
は
か

た
匠
工
芸
」を
訪
ね
ま
し
た
。
博
多
は
西

陣
、
桐
生
と
並
ぶ
、
帯
の
三
大
産
地
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

博
多
帯
は
、
結
ぶ
と
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と

音
が
し
ま
す
。
ま
る
で
姿
勢
を
正
し
て
く

れ
る
か
の
よ
う
な
そ
の
音
は
、
絹
鳴
り
の

音
と
呼
ば
れ
、
密
度
の
高
い
経た

て

糸
と
太
い

緯よ
こ

糸
を
織
り
込
む
博
多
織
な
ら
で
は
の
も

の
で
す
。
結
ん
だ
と
き
の
し
ゃ
き
っ
と
し

た
腰
の
強
さ
や
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
し
っ

く
り
と
体
に
馴
染
む
風
合
い
な
ど
、
博
多

帯
は
そ
の
結
び
心
地
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

彦
三
郎
が
明み

ん

の
広
州
に
渡
り
、
織
物
技 

法
を
研
究
。
帰
国
後
、
家
伝
の
技
法
と

学
ん
だ
新
技
術
に
よ
っ
て
厚
地
の
織
物
を

作
り
ま
し
た
。
琥
珀
織（
タ
フ
タ
）の
よ
う

に
緻
密
で
、
浮ふ

せ
ん
も
ん
線
紋
や
柳
条
の
模
様
が 

あ
り
、
地
質
が
非
常
に
堅
か
っ
た
の
で
、

き
も
の
地
よ
り
も
帯
と
し
て
用
い
ら
れ
、

こ
れ
が
博
多
帯
の
始
ま
り
で
す
。
彦
三
郎 

は
こ
れ
を「
覇は

か
た
お
り

家
台
織
」と
名
付
け
ま
し
た
。

ち
な
み
に「
覇
家
台
」と
は
中
国
に
お
け
る

博
多
の
当
時
の
呼
び
名
で
す
。

 

「
は
か
た
匠
工
芸
」は
二
階
建
て
の
工
房

で
、
一
階
に
は
、
手
織
機
と
機
械
織
機
が

並
ぶ
工
場
の
ほ
か
、
意
匠
室
、
工
作
室
、

糸
繰
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
経
糸

を
扱
う
整
経
室
は
二
階
で
す
。

　

森
松
英
雄
工
場
長
ほ
か
二
十
数
名
の
人

た
ち
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
手
織

り
に
携
わ
る
五
人
の
方
た
ち
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。「
は
か
た
匠
工
芸
」の
手
織
物

に
は
織
手
の
名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
、
同
時

に
責
任
が
重
い
と
、
異
口
同
音
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

手
織
り
を
始
め
て
十
六
年
に
な
る
一
木

孝
厚
さ
ん
は
唯
一
人
の
男
性
の
織
手
で
す
。

 

「
か
つ
て
は
織
手
は
男
が
中
心
で
し
た
。

今
で
こ
そ
経
糸
は
モ
ー
タ
ー
で
持
ち
上

げ
ま
す
が
、
博
多
織
の
経
糸
は
本
数
が

多
く
、
し
か
も
強
く
張
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
昔
は
足
で
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
だ
の
で

す
。
こ
れ
が
き
つ
く
て
腰
を
傷
め
や
す
い

重
労
働
で
し
た
。
工
房
に
入
っ
た
頃
の
先

輩
た
ち
は
機
械
に
も
詳
し
く
、
故
障
し
て

も
自
分
で
直
し
た
り
、
道
具
を
工
夫
し
た

り
、
先
輩
た
ち
が
博
多
織
の
伝
統
を
支

え
て
い
た
こ
と
を
、
強
く
感
じ
て
い
ま
し

た
。
仕
事
も
楽
し
み
も
教
わ
っ
て
、
お
か

げ
で
今
日
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
」。

博
多
帯
を
結
ぶ
と
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
響
く
絹
鳴
り
の
音

博
多
織
は
、
鎌
倉
時
代
に
宋
か
ら
唐か

ら
お
り織

の

技
術
を
持
ち
帰
っ
た
一
人
の
博
多
商
人
に

始
ま
る
、
と
い
う
の
が
定
説
で
す
。
し
か

し
近
年
、
博
多
駅
に
近
い
比ひ

え恵
遺
跡
で
、

甕か
め
か
ん棺

か
ら
出
土
し
た
銅
剣
に
絹
が
付
着
し

て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
こ
れ
が
日
本
最

古
の
絹
織
物
と
さ
れ
ま
し
た
。
博
多
織
の

ル
ー
ツ
は
、
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
歴
史
ロ
マ

ン
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

定
説
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
仁
治
二
年

（
一
二
四
一
年
）に
、
僧
円え

ん
に爾

と
と
も
に
宋
か

ら
帰
国
し
た
博
多
商
人
、満
田
弥
三
右
衛
門

が
博
多
織
の
開
祖
で
す
。
弥
三
右
衛
門
は

こ
れ
を「
広か

ん
と
う
お
り

東
織
」と
称
し
、
そ
の
技
法
を

家
伝
と
し
ま
し
た
。
彼
は
素
麺
や
麝じ

ゃ
こ
う
が
ん

香
丸

な
ど
も
世
に
伝
え
た
そ
う
で
す
。

　

十
六
世
紀
に
弥
三
右
衛
門
の
子
孫
の 

二
千
年
前
の

弥
生
時
代
に
遡
る
と
い
う

説
も
あ
る
博
多
織

黒
田
藩
の
献
上
柄
に

始
ま
っ
た
博
多
帯
の

織
手
は
男
性
だ
っ
た

一 二唐草間道を手織りする一木孝
厚さんはデザインの仕事から転身
した。草木染めの経糸と五倍子
を使った緯糸に親子縞や子持ち
縞が見える。今年の干支の龍と唐
草を織り込んでいる。三献上柄の
代表が幾何学模様の独鈷（どっこ）
柄。独鈷は仏具のひとつで、これ
を転がした跡のような柄になる。

一きものが大好きという岩永陽子
さん。手織りでは先輩の仕事を
見て教わることがとても多いそう。
二工場見学は仕事を見てもらえ、
やりがいがあると長田靖子さん。

太縞を細縞が挟む親子
縞と、細縞を太縞が挟む
子持ち縞（孝行縞）を組
み合わせた弥三右衛門
間道。織手は岩永陽子。

一弥三右衛門間道の袋帯。表はシンプルな
縞柄。裏は竹の総柄で、がらりと色調も変え
られリバーシブルで楽しめる。二表は縞唐
草、裏は唐草に卍つなぎの一種の紗綾形

（さやがた）を組み合わせた縞更紗。以上ふ
たつの織は共に長田靖子。三唐草と波文が
表裏の縞更紗。織は岩永陽子。

三

二 一

一

二三

一

二
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「
経
糸
一
寸
に
五
十
六
か
ら
五
十
八
本
の

緯
糸
を
入
れ
る
の
で
す
が
、
始
め
の
頃
は

ル
ー
ペ
で
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。
織
段

が
で
き
る
と
柄
が
崩
れ
ま
す
か
ら
。
普
通

は
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
の
リ
ズ
ム
で
打
ち

込
み
ま
す
。
梅
雨
時
は
湿
気
で
打
ち
込
み

に
く
く
な
り
ま
す
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

筑
前
藩
は
献
上
品
の
品
質
を
守
る
た
め

に
、
織
屋
株
制
度
を
設
け
て
織
元
を
十
二

戸
に
限
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
江
戸
時
代

を
通
し
て
品
質
を
維
持
で
き
ま
し
た
が
、

明
治
時
代
に
株
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

業
者
が
乱
立
し
ま
し
た
。
品
質
低
下
を
防

ぐ
た
め
に
、
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
年
）

に
博
多
織
会
社
が
で
き
、
六
年
後
に
博
多

織
同
業
組
合
が
誕
生
。
明
治
十
八
年
に
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
機
や
ド
ビ
ー
機
が
導
入
さ
れ

本
格
的
な
機
械
織
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
需
要

が
増
大
し
、
生
産
高
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
す
。「
は
か
た
匠
工
芸
」の
前
身
も
こ

の
時
代
に
沿
革
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
三
年
前
に
工
房
は
い
ま
の
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
他
社
の
多
く
が
機
械
織
り
を

主
力
に
す
る
な
か
で
、「
は
か
た
匠
工
芸
」

は
手
織
り
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
年
間
八
百
本
か
ら
千
本
の
帯
を
生
産

す
る
う
ち
、
手
織
り
と
機
械
織
り
が
半
々

だ
そ
う
で
す
。
献
上
柄
の
伝
統
を
伝
え
る

唐
草
間
道
や
弥
三
右
衛
門
間
道
の
ほ
か
、

手
織
り
で
は
佐
賀
錦
や
八
寸
帯
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
織
物
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

着
尺
の
伝
統
工
芸
士
の
谷
口
澄
子
さ
ん

は
三
十
年
近
い
キ
ャ
リ
ア
で
、
い
ま
主
に

織
っ
て
い
る
の
が
覇
家
台
紬
で
す
。

 

「
筬お
さ

の
形
を
変
え
経
糸
を
操
作
す
る
こ
と

女
性
の
織
手
が
多
い
他
の
産
地
と
異
な
る

博
多
織
の
特
徴
を
話
し
て
く
れ
た
一
木
さ

ん
。
ち
ょ
う
ど
主
力
商
品
の
唐
草
間
道
を

手
織
り
で
織
っ
て
い
ま
し
た
。
間
道
と
は

縞
織
物
の
こ
と
で
す
が
、
博
多
織
を
全
国

で
、
自
然
な
模
様
を
紡
ぎ
出
し
ま
す
。
経

糸
は
わ
ず
か
三
色
で
す
が
、
草
木
染
め
の

柔
ら
か
な
色
合
い
を
生
か
し
た
織
物
が
で

き
ま
す
」

　

覇
家
台
紬
は
織
手
の
感
性
で
織
ら
れ
る

も
の
で
、
新
し
い
博
多
織
の
誕
生
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

五
人
目
の
織
手
は
日
高
さ
と
子
さ
ん
。

手
仕
事
が
好
き
で
こ
の
道
に
進
ん
で
七
年

目
の
日
高
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

匠た
く
み
お
り織
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
織
機
を
使

に
知
ら
し
め
た
献
上
柄
の
一
種
で
す
。

　

献
上
柄
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
初
代
の
筑

前
藩
主
黒
田
長
政
が
徳
川
幕
府
に
き
も
の

と
帯
を
献
上
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
献
上

博
多
の
名
も
あ
り
ま
す
。
献
上
柄
は
、
本

来
は「
独ど

っ
こ鈷
・
華は

な
さ
ら皿
紋
様
」と
言
わ
れ
る
柄

で
す
。
弥
三
右
衛
門
が
仏
具
の
独
鈷
と

華
皿
を
モ
チ
ー
フ
に
作
っ
た
柄
が
そ
の
も

と
に
な
り
ま
し
た
。
献
上
柄
に
は
、
先
祖

を
敬
い
、
親
孝
行
を
し
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
く
、
と
い
う
根
本
的
な

教
え
が
祈
り
と
し
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　

工
房
で
は
、
そ
の
名
の
通
り
の
弥
三
右

衛
門
間
道
も
織
っ
て
い
ま
す
。
献
上
柄
を

今
に
伝
え
る
織
物
で
す
が
、
七
千
本
前
後

の
経
糸
に
対
し
て
、
緯
糸
に
は
四
本
の
無

撚
糸
を
合
わ
せ
て
一
本
に
し
た
太
い
糸
を

用
い
ま
す
。
美
し
い
柄
を
出
し
、
し
な
や

か
で
し
っ
か
り
と
し
た
風
合
い
の
袋
帯
に

仕
上
げ
る
博
多
織
に
は
、
高
い
技
術
が
必

要
な
の
で
す
。

　

五
人
の
織
手
が
ど
の
織
物
も
織
れ
る

よ
う
に
と
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
が
、
い

ち
ば
ん
の
若
手
が
長
田
靖
子
さ
ん
。
美
術

系
の
高
校
で
染
め
物
を
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、
博
多
の
故
郷
館
で
手
織
り
の
実
演
を

見
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
道
に
進
ん

だ
そ
う
で
す
。「
織
り
始
め
て
五
年
で
す
。

緯
糸
を
均
一
に
打
ち
込
む
こ
と
に
い
ち
ば

ん
気
を
使
い
ま
す
。
緯
糸
を
繋
ぐ
と
き
、

糸
を
巻
き
取
る〝
管く
だ

巻ま

き
〟を
し
た
り
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
織
り
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
長
田
さ
ん
。

　

着
物
が
大
好
き
で
機
械
織
り
か
ら
入
っ

て
手
織
り
を
始
め
た
岩
永
陽
子
さ
ん
は
、 

覇は

家か

台た

紬
や
匠た

く
み

織お

り

な
ど

新
た
な
感
性
か
ら
生
ま
れ
た

博
多
織
も
人
気
！

伝
統
の
博
多
帯
に
加
え

モ
ダ
ン
な
感
覚
の

博
多
織
の
帯
も
登
場

一紫根、鬱金（うこん）、刈安（か
りやす）、柿渋など草木染めの
優しい色と模様の覇家台紬。
二筬の形を変えて緯糸を打ち
込むことで模様が生まれる。
三博多織の製織部門で伝統
工芸士の資格を持つ谷口澄
子さん。全国伝統的工芸品展
入選をはじめ受賞歴も豊富。

佐賀錦の帯も織
られている。経糸
には金箔を漆で
和紙に貼って作る
箔糸が使われる。

一機械織りの博多帯。右から絽色洋花（意匠・田中
あすか）、ひなげし（意匠・栫井修）、菱更紗（意匠・
栫井修）。二 工房見学限定でアウトレット販売も
行っている。三裏から糸をすくって模様を作り上げ
る匠織。繊細な手技が求められる手織りに集中す
る日高さと子さん。四手織りゾーンには10台の手織 
機が配置されている。五最も手間がかかる匠織は
２段の筬が複雑な仕掛けで動き、さらに綟（もじ）り 
織りとすくいの二つの技法が加わって、「くの字」 
のよろけが表現された立体感のある絵柄ができる。

い
、
下
絵
を
見
な
が
ら
裏
側
か
ら
糸
を
す

く
っ
て
模
様
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

 

「
鏡
を
見
な
が
ら
の
作
業
で
、
仕
上
が
る

ま
で
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
織
り
上
が
り

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」と
日
高
さ
ん
。

　

伝
統
工
芸
士
を
目
指
す
若
手
と
ベ
テ
ラ

ン
が
気
持
ち
よ
く
働
い
て
い
て
、
工
房
に

は
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
博
多

織
と
モ
ダ
ン
な
博
多
織
。「
は
か
た
匠
工

芸
」な
ら
で
は
の
ふ
た
つ
の
魅
力
の
源
泉

は
、
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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60万円
（仕立て上がり、税別）

kosode

It's NEW！

だより

きもので舞台を観にいこう！
巾着をもれなくプレゼント。
小袖でも登場した紺野美沙子さんから、きものを愛するみ

なさんへのプレゼント。７月12日～25日、俳優座劇場で公

演される演劇「日本の面影」をきもので観覧された方全員

に、美紗子オリジナルの巾着（写真）がプレゼントされる。

明治の日本を愛したラフカディオ・ハーンと妻、セツの物語。

朗読座第一回公演「日本の面影」
主演／草刈正雄、紺野美沙子
作／山田太一
※舞台の詳細、チケットの購入方法
は公式HPをご覧ください。 
http://nihonnoomokage.com

きものでご来場の方に紺野美沙子
オリジナル巾着３点セットをもれなく
プレゼント。

小袖編集部から、新しい商品や、お得な情報をお届

けするページです。特に日本和装加盟店からのお

すすめ商品情報にはご注目を！知ってほしい、こだ

わりの品がそろっています。興味を持たれた方は、

ご遠慮なく担当講師や、担当局日本和装スタッフに

お問い合せください。

商品撮影／川名秀幸（HK studio）

となみ織物
「百工比照  唐草花喰鳥文」
加賀、前田家の美術工芸品を所蔵する「前田育徳会」の

監修で、コレクション「百工比照」をモチーフにして織に結

晶しました。余情豊かな色彩、様式美、意匠から、夫ととも

に生き抜いた奥方たちの、心模様が偲ばれます。

60万円
（仕立て上がり、税別）

となみ織物
「百工比照  唐草花喰鳥文」
加加加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀加賀、前、前前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前、前前前田家田家田家田家家家田家田家田家田家田家田家田家田家田家田家田家の美美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美の美術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工術工芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品芸品品品品芸品芸品芸品芸品ををを所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所を所蔵す蔵す蔵す蔵す蔵す蔵す蔵す蔵す蔵す蔵すすすすすす蔵す蔵す蔵す蔵す蔵すする「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「る「るるる 前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田前田育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育徳育 会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会」会会」会会 ののののののののののののののののののの
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に生に生に生に生に生に生に生生に生に生に生に生に生に生に生に生に生に生に生に生き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜抜き抜き抜き抜き抜き抜き抜いたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいた奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方奥方たちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちたちののの、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、の、のの 心心心心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模心模様が様が様が様が様が様が様が様が様が様が様がが様が様が様が様が様が様が様が様が偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ば偲ばれまれまれまれまれまれまれまれまれまれまれれまれまれまれまれまれまれまれまれます。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す。す

加賀、前田家の美術工芸品を所蔵する「前田育徳会」の

監修で、コレクション「百工比照」をモチーフにして織に結

晶しました。余情豊かな色彩、様式美、意匠から、夫ととも

に生き抜いた奥方たちの、心模様が偲ばれます。

120万円
（仕立て上がり、税別）

成田
「和染紅型  牛首紬訪問着」
沖縄の紅型に魅せられた栗山吉三郎氏が、昭和半ばの

頃に京都で創業したのが、栗山工房。琉球紅型独特の

色彩と京都ならではの伝統色が溶け合う、その魅力は、

持つこと自体にステータスを感じる逸品だと言えます。

38万円
（仕立て上がり、税別）

73万5,000円（税込）

坂口商会
「蒔絵リング」
古典とモダンが融合し、さらなる永遠を生む「蒔絵ジュエ

リー」の魅力が凝縮したお品。長く使い込むと「色があが

る」と言われ、透明感が高まり、まさに「熟成」とも言える美

しさになります。デザインは浅岡邦子さん。

洛陽織物
「引箔  紗袋帯ワルツ」
引箔という凝った技法で織り上げられた、箔糸のきらめき

が美しい夏帯。高度で手間がかかる技法ゆえに夏の織

物としてもとても稀少です。夏の薄ものはもちろん、単衣に

合わせても。パーティなどのフォーマルな場にも華やかに

映える帯です。

長嶋成織物
「雪輪の粋」
雪輪のなかに鹿の子模様を配したモダンな袋帯。雪輪の

縁には合わせる着物を選ばないように数色を使用。左右の

2トーンの配色は、帯を巻く方向を変えて、前帯に濃緑を出

したり濃紺地を出したりと2通りの楽しみが味わえます。

長嶋成織物
「雪輪の粋」
雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪のなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなのなかかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかにかに の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿ののの鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の鹿の子模子模子模子模子模子模子模子模子模子子模子模子模子模子模子模子模子模子模子模子 様を様を様を様を様を様を様を様を様を様をを様を様を様を様を様を様を様を様を配し配し配し配し配し配し配し配し配し配し配し配しししししし配しし配配 たモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモたモダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダダンな袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋な袋帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯。帯 雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪雪輪ののののののののののののののののの
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雪輪のなかに鹿の子模様を配したモダンな袋帯。雪輪の

縁には合わせる着物を選ばないように数色を使用。左右の

2トーンの配色は、帯を巻く方向を変えて、前帯に濃緑を出

したり濃紺地を出したりと2通りの楽しみが味わえます。

32万円
（仕立て上がり、税別）

柴孫
「手描  江戸友禅訪問着」
深みのある地色に、刺繍と摺り箔を施した江戸友禅。肩

口から裾に向って通る白い線で粋さを表現しています。同

じく白で描かれた象がアクセントに。おしゃれな中に品の良

さと粋が光る柴孫らしい逸品です。

160万円
（仕立て上がり、税別）



目元に合わせて
ゴールド系をセレ
クト。こめかみから
頬の高い位置、耳
の下をつなぐ三角
面にチークを横長
に入れ、面長の顔
立ちに旬をプラス。
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仕上げは口元。まずベー
ジュのペンシルで輪郭を
描き、淡いピンクのリッ
プを輪郭の内側にのばし
ます。赤いリップは老け
た雰囲気になるのでNG。

リップペンシル

リップ
ふくよかな口元に仕上げ
るために、ベージュのペ
ンシルで輪郭よりやや外
側にラインを描きます。
さらに同系色のリップを
ラインの内側に塗って。

リップペンシル

リップ

2
0
1
0
年
さ
い
た
ま
局
修
了
生

　

休
日
は
き
も
の
姿
で
美
術
館
巡
り

を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
小

林
さ
ん
は
、
秋
に
映
え
る
金
茶
色
の
紬

で
ご
登
場
。
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
や
リ
ッ
プ

な
ど
和
服
メ
イ
ク
の
色
使
い
を
学
び
た

い
と
語
る
小
林
さ
ん
に
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
系
の
色
み
で
統
一
感
を
持
た
せ
た
旬

テ
イ
ス
ト
の
メ
イ
ク
を
伝
授
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
色
白
の
肌
を
生
か
す
た
め
に

明
る
め
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
選
び
、

気
に
な
る
部
分
は
コ
ン
シ
ー
ラ
ー
で
カ

バ
ー
。
ゴ
ー
ル
ド
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
と

チ
ー
ク
、
ベ
ー
ジ
ュ
ピ
ン
ク
の
リ
ッ
プ

で
若
々
し
い
印
象
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
ヘ
ア
は
両
サ
イ
ド
を
タ
イ
ト
に
ま
と

め
、
頭
頂
部
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
高
さ
を

出
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
紬
の
装
い
が
大
の
お

気
に
入
り
と
い
う
鈴
木
さ
ん
は
、
洋

服
で
も
和
服
で
も
普
段
は
ほ
と
ん
ど

メ
イ
ク
を
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。
フ

ル
メ
イ
ク
初
挑
戦
の
鈴
木
さ
ん
に
は
、

端
正
な
顔
立
ち
を
引
き
立
て
る
大
人

の
辛
口
メ
イ
ク
を
実
践
し
ま
す
。

　

最
初
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
で
ベ
ー
ス
を
整
え
、
ラ
イ
ト
ベ
ー

ジ
ュ
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
ア
イ
ホ
ー
ル

全
体
に
の
ば
し
て
目
元
に
明
る
さ
を
プ

ラ
ス
。
ブ
ル
ー
系
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
と

ア
イ
ラ
イ
ン
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
甘
さ
を

抑
え
た
モ
ダ
ン
な
メ
イ
ク
の
完
成
で
す
。

　
ヘ
ア
は
全
体
を
カ
ー
ラ
ー
で
巻
い
て

根
元
を
立
ち
上
げ
、
ブ
ラ
シ
で
カ
ー
ル

を
伸
ば
し
て
ふ
ん
わ
り
と
整
え
ま
す
。

涼
風
が
心
地
よ
い
好
季
節
に

お
届
け
す
る
ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
塾
。

今
回
は
四
人
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ツ
が

秋
の
き
も
の
姿
を
よ
り
美
し
く

際
立
て
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
と

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
学
び
ま
す
。

簡
単
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
も

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

やや赤みのあるゴールド
系を瞼全体にのばした後、
ゴールドを目の際にぼか
し入れて引き締めます。
次にグレーのアイライン
を引いて印象的な目元に。

アイシャドウ

アイシャドウ

アイライン

まず淡いブルーを二重瞼
の幅に入れ、濃いブルー
のペンシルでアイラインを
引きます。次にリキッドア
イラインを入れてシャー
プな目元を作ります。

アイシャドウ

アイライン

アイライン

チークはベージュ
ピンク。顎のライ
ンが細い鈴木さん
には、こめかみか
ら頬骨の高い位置
に向かって縦長に
チークを入れるの
がベストバランス。
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高
橋 

純
さ
ん

2
0
1
1
年
首
都
圏
エ
リ
ア
修
了
生

　

八
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
、

帰
国
後
は
和
の
文
化
の
虜
に
な
っ
た
と

お
っ
し
ゃ
る
高
橋
さ
ん
。
髪
が
多
く
、

す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
悩

み
の
種
と
い
う
高
橋
さ
ん
に
は
、
ス
タ

イ
リ
ン
グ
に
便
利
な
コ
ー
ム
を
使
い
、

ど
ん
な
き
も
の
と
も
好
相
性
の
シ
ン
プ

ル
モ
ダ
ン
な
髪
型
を
作
り
ま
す
。

　

ま
ず
前
髪
を
頭
頂
部
で
ま
と
め
て

仮
留
め
し
ま
す
。
次
に
前
髪
以
外
の

髪
を
ね
じ
り
上
げ
、
２
種
類
の
コ
ー
ム

を
使
っ
て
後
頭
部
で
シ
ニ
ヨ
ン
を
作
り

ま
す
。
前
髪
の
仮
留
め
を
外
し
、
シ
ニ

ヨ
ン
に
巻
き
つ
け
れ
ば
出
来
上
が
り
。

　

メ
イ
ク
は
紫
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
ポ

イ
ン
ト
に
、
す
っ
き
り
仕
上
げ
て
。

蒲
池
眞
佐
子
さ
ん

2
0
1
1
年
広
島
局
修
了
生

　

ご
両
親
が
と
も
に
き
も
の
好
き
の

ご
家
庭
で
育
っ
た
蒲
池
さ
ん
は
、
き
も

の
の
魅
力
を
知
り
尽
く
し
た
和
服
党
。

ト
ッ
プ
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
や
さ
し

い
髪
型
が
お
望
み
と
い
う
蒲
地
さ
ん
に

は
、
ヘ
ア
ピ
ー
ス
を
使
っ
た
エ
レ
ガ
ン

ト
な
ス
タ
イ
ル
を
伝
授
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
衿
足
の
髪
を
残
し
て
、
フ

ロ
ン
ト
、
ト
ッ
プ
、
サ
イ
ド
の
髪
に
逆

毛
を
立
て
、
後
頭
部
で
ま
と
め
て
お
団

子
を
作
り
ま
す
。
次
に
衿
足
の
髪
を

上
げ
、
お
団
子
を
包
み
込
む
よ
う
に

ま
と
め
て
ピ
ン
で
留
め
、
小
ぶ
り
の
ヘ

ア
ピ
ー
ス
を
着
け
て
形
を
整
え
ま
す
。

　

メ
イ
ク
は
肌
の
ツ
ヤ
感
を
大
切
に
、

明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
印
象
に
。

ヘ
ア
ピ
ー
ス
を
活
用
し
た
エ
レ
ガ
ン
ト
な
フ
ォ
ル
ム

す
っ
き
り
シ
ャ
ー
プ
な
都
会
派
ス
タ
イ
ル
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Hair編 簡単ヘアテクニック簡単ヘアテクニック （（ ））
Process

Process

Process Process

自
分
で

で
き
る

1

2

3 3

Process 2

衿足の髪を上げてま
とめ、お団子の部分
にピンで留めます。

お団子を包み込むよ
うに毛先を巻きつけ、
ピンで固定します。

U型コームの裏面を
持ち、留める方向と
は逆に髪をすくって。

コームを180度回転
させ、ねじり上げた
髪の根元に刺します。

Process 1

衿足の髪と、フロ
ント、トップ、サイ
ドの髪を取り分け、
逆毛を立てたフロ
ント、トップ、サイ
ドの髪をまとめて
後頭部で小さなお
団子を作ります。

ねじり上げた毛先
を後頭部でまとめ
てシニヨンを作り、
櫛形コームでしっ
かり留めます。コー
ムのW使いで崩れ
にくく美しいフォル
ムが保てます。

仕上げはヘアピー
ス。まとめた髪の
上にヘアピースを
かぶせ、形を整え
ます。おしゃれ着
から礼装まで対応
できるオールマイ
ティな髪型です。

前髪の仮留めを外
して、シニヨンを
包み込むように巻
きつけます。形を
整え、最後にピン
で留めれば、お
しゃれな都会派ス
タイルの髪型に。
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人気講師のおすすめ帯！私のこだわりセレクション

金
銀
糸
を
用
い
て

葡
萄
唐
草
を

巧
み
に
表
現
し
た

モ
ダ
ン
な
袋
帯

唐
草
文
様
が
浮
き

立
つ
魅
惑
的
な

袋
帯
は
、
夜
の

外
出
に
も
最
適

手
織
り
な
ら
で
は
の
柔
ら
か
な
風
合
い
で
、
使
い
込
む

ほ
ど
に
身
体
に
な
じ
む
名
物
裂
間
道
の
博
多
帯
。
絹
鳴

り
の
音
と
と
も
に
シ
ャ
キ
ッ
と
結
べ
て
、
お
し
ゃ
れ
着

か
ら
セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル
ま
で
幅
広
く
対
応
。
全
通
柄
な
の

で
変
わ
り
結
び
も
素
敵
で
す
。
●
帯
／
は
か
た
匠
工
芸

手
織
り
な
ら
で
は
の

柔
ら
か
な
風
合
い
が

伝
わ
る
、
上
質
な

名
物
裂
間か

ん
と
う道

の
博
多
帯

し
っ
と
り
と
落
ち
着
き
の
あ
る
チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
地

に
、
桃
山
か
ら
江
戸
期
の
小
袖
の
意
匠
、
雪
輪
辻
が
花

を
繊
細
に
織
り
上
げ
た
袋
帯
で
す
。
立
体
感
の
あ
る
柄

表
現
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
加
わ
り
、
ど
ん
な
き
も
の
と
も

マ
ッ
チ
す
る
上
品
な
仕
上
が
り
で
す
。
●
帯
／
加
納
幸

雪
輪
辻
が
花
の

意
匠
に
気
品
漂
う

袋
帯
は
、
ど
ん
な

き
も
の
と
も
好
相
性

伊
藤
若
冲
の

葡
萄
の
図
が

モ
チ
ー
フ
の
格
調

高
い
意
匠
が
魅
力

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
引
箔
が
上
品
な
煌
め
き
を
放
つ
袋
帯
は
、

パ
ー
プ
ル
系
の
や
さ
し
い
色
調
に
品
の
よ
さ
が
薫
り
ま

す
。
紬
か
ら
訪
問
着
ま
で
幅
広
く
活
用
し
て
い
る
愛
用

の
ひ
と
品
。
薄
手
の
柔
ら
か
な
地
風
で
ズ
レ
に
く
く
、

単
衣
の
季
節
に
も
重
宝
し
ま
す
。
●
帯
／
河
瀬
満
織
物

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

引
箔
が
上
品
に

輝
く
３
シ
ー
ズ
ン

対
応
の
袋
帯

◆ 掲載の帯に関しては各局にお問い合わせください。

講
師
指
導
歴
は
北
海
道
局
最

長
、
修
了
生
は
2
0
0
0

名
を
こ
え
ま
す
。
門
下
生
が

集
う「
秋
桜
会
」は
今
年
で
15

周
年
。
札
幌
教
室
を
拠
点
に

活
躍
中
。

元
さ
い
た
ま
局
講
師
。
２
年

前
に
大
阪
に
居
を
移
し
、
大

阪
局
の
講
師
に
就
任
。
現
在

は
梅
田
や
千
里
中
央
な
ど
の

教
室
で
指
導
に
当
た
る
。

き
っ
ぱ
り
と
配
し
た
躍
動
感
の
あ
る
波
文
様
が
洗
練
さ

れ
た
着
姿
を
演
出
す
る
袋
帯
は
、
薄
く
て
ハ
リ
の
あ
る

仕
上
が
り
で
結
び
心
地
も
満
点
。
江
戸
小
紋
や
無
地
感

覚
の
御
召
な
ど
、
帯
の
持
ち
味
を
生
か
す
き
も
の
と
の

取
り
合
わ
せ
が
お
す
す
め
で
す
。
●
帯
／
長
嶋
成
織
物

リ
ズ
ミ
カ
ル
で

勢
い
の
あ
る

波
文
様
が
凛
と
し
た

着
姿
を
演
出

つ
や
や
か
な
シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
緞
子
地
に
、
大

胆
な
柄
を
配
し
た
存
在
感
漂
う
袋
帯
。
照
明
に
美
し
く

映
え
る
の
で
パ
ー
テ
ィ
な
ど
お
集
り
の
席
に
最
適
で
す
。

お
太
鼓
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
数
寄
屋
袋
は
立
食
パ
ー

テ
ィ
で
も
お
役
立
ち
。
●
帯
、
数
寄
屋
袋
／
加
納
幸

緞ど
ん
す子
の
輝
き
と

大
胆
な
構
図
は

パ
ー
テ
ィ
で
も

注
目
の
的

大人の着こなしを完成させる端正な香り洗練の装いを約束するシックな存在感

こなれた装いと板についた着こなしで受講者を魅了する
講師陣。今回は田中喜代子先生と山﨑代美子先生が特に 
お薦めの、コーディネートに役立つ厳選帯をお届けします。

Selection01Selection02

撮影／林 秀憲（帯）、山田冬太、大橋昭彦（人物）　スタイリング／石山美津江

北
海
道
局

大
阪
局

田
中
喜
代
子
先
生

山
﨑
代
美
子
先
生

My Selection

コーディネートに役立つ

伊
藤
若
冲
の
葡
萄
の
図
を
モ
チ
ー
フ
に
、
プ
ラ
チ
ナ
を

織
り
込
ん
だ
袋
帯
は
さ
り
げ
な
い
豪
華
さ
が
魅
力
で
す
。

葡
萄
の
柄
は
季
節
を
問
わ
ず
結
べ
ま
す
が
、
あ
え
て
秋

に
結
ぶ
と
お
し
ゃ
れ
度
が
ア
ッ
プ
。
フ
ォ
ー
マ
ル
か
ら

カ
ジ
ュ
ア
ル
ま
で
活
躍
し
ま
す
。
●
帯
／
と
な
み
織
物

大
ぶ
り
の
唐
草
文
様
を
、
深
み
の
あ
る
地
色
に
蛍
光
の

糸
で
織
り
上
げ
た
袋
帯
。
薄
明
か
り
の
中
に
ほ
ん
の
り

浮
か
び
上
が
る
文
様
は
と
て
も
魅
惑
的
で
す
。
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
や
観
劇
な
ど
、
夜
の
お
出
か
け
に
も
お
す
す
め
。

装
い
を
凛
と
引
き
立
て
ま
す
。
●
帯
／
と
な
み
織
物

葡
萄
唐
草
文
様
を
、
金
銀
糸
を
用
い
て
表
現
し
た
独
特

の
風
合
い
が
楽
し
め
る
袋
帯
は
、
地
を
市
松
に
す
る
こ

と
で
モ
ノ
ト
ー
ン
感
覚
な
が
ら
モ
ダ
ン
で
個
性
的
な
仕

上
が
り
で
す
。
江
戸
小
紋
や
訪
問
着
な
ど
と
合
わ
せ
て

セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル
の
シ
ー
ン
に
。
●
帯
／
河
瀬
満
織
物
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海
外
で
き
も
の
を
纏ま

と

っ
た
と
き
に

浴
び
た
称
賛
の
嵐
。

お
教
室
を
通
し
て
、日
本
の
す
ば
ら
し
い
文
化
に

出
会
え
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

角通し江戸小紋

唐草地紋色無地 龍郷柄泥大島

装
う
こ
と
の
楽
し
さ
に
心
弾
ま
せ
て

き
も
の
に
袖
を
通
す
和
服
好
き
の
方
々
。

今
回
は
東
京
都
に
お
住
ま
い
の

有
山
和
子
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、

き
も
の
通
な
ら
で
は
の
セ
ン
ス
が
光
る

お
し
ゃ
れ
の
数
々
を
拝
見
し
ま
し
た
。

撮
影
／
中
村
利
和　

ヘ
ア
＆
メ
イ
ク
・
着
付
け
・ス
タ
イ
リ
ン
グ
／
松
原
志
津
枝

2
0
0
9
年
首
都
圏
エ
リ
ア
修
了
生

 「
北
欧
で
挙
げ
た
娘
の
結
婚
式
に
、

私
は
和
服
姿
で
出
席
し
ま
し
た
が
、

海
外
の
方
は
き
も
の
を
と
て
も
喜

ん
で
く
だ
さ
り
、
た
い
へ
ん
な
称

賛
を
浴
び
ま
し
た
。
き
も
の
は
世

界
が
注
目
す
る
伝
統
衣
裳
で
あ
り
、

日
本
の
す
ば
ら
し
い
文
化
だ
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
」。

　

織
り
も
染
め
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

有
山
さ
ん
の
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
は
、

確
か
な
技
が
伝
わ
る
凝
っ
た
趣
の

き
も
の
が
主
流
で
す
。

 

「
以
前
は
ダ
ー
ク
な
も
の
が
中
心
で

し
た
が
、
最
近
は
顔
映
り
の
い
い

明
る
い
色
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

品
の
よ
さ
を
大
切
に
、
ひ
と
味
ひ

ね
り
を
加
え
た
装
い
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

長く着られて着回しのきく
角通しの江戸小紋。葡萄
柄の袋帯で上品に。

顔色を美しく見せる薄紫
の色無地。銀地の袋帯
でやさしくまとめて。

こちらは龍郷柄の泥大
島。帯は神坂雪佳の「狗
児（えのこ）」の袋帯。

「娘の結婚式に北欧で
着たきものです。亀が好
きなので伊藤若冲の亀
の図を題材にした袋帯
ですっきり装いました」

「以前から求めたかった憧れの白大島です。繊
細な柄が好みで、なかでも龍郷柄は大好きな
柄。修了パーティにもこの装いで出席しました」

翡
翠
や
メ
ノ
ウ
、
パ
ー
ル
、
べ
っ
甲
な
ど

お
気
に
入
り
の
帯
留
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

帯
ま
わ
り
を
個
性
的
に
彩
っ
て
。

帯
ま
わ
り
に
華
を
添
え
る

こ
だ
わ
り
の
帯
留

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
完
成
度
を
高
め
る

帯
締
め
と
帯
揚
げ
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
小
物
は
、
締
め
心
地
の
よ
さ
と

存
在
感
を
ポ
イ
ン
ト
に
セ
レ
ク
ト
。

染
め
帯
か
ら
袋
帯
ま
で
、
凝
っ
た
意

匠
が
装
い
を
際
立
て
る
愛
用
の
帯
。

中
央
の
染
め
帯
は
、
桜
の
宴
を
写
実

的
に
表
現
し
た
金
通
し
地
の
全
通
帯
。

装
い
を
完
成
さ
せ
る

お
気
に
入
り
の
小
物

美
し
い
柄
ゆ
き
が
装
い
を

個
性
的
に
彩
る
愛
用
の
帯

第
　　
回
4

有
山
和
子
さ
ん

生
紬
に
四
季
の
草
花
を
品
よ
く
配
し
た
柿
渋
染
め
の
小
紋
。

ユ
ニ
ー
ク
な
生
紬
の
染
め
帯
で
趣
味
性
薫
る
着
姿
に

憧
れ
の
白
大
島
は

大
好
き
な
龍た

つ

郷ご
う

柄が
ら

。

総
紗
縫
の
帯
で

モ
ダ
ン
な
着
こ
な
し
を
演
出

青
海
波
の
江
戸
小
紋
に
茶
屋
辻
模
様
が
映
え
る
訪
問
着
。

亀
模
様
の
袋
帯
で
気
品
漂
う
装
い
に
仕
上
げ
て

シックなバッグ＆草履は
外出スタイルの決定版

TPOに合わせて使いこなして
いるというシックなバッグと履
き心地を重視した草履の数々。
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上／ 23 階の局からは、晴れた日には
スカイツリーも。下／新都心駅前。

都
機
能
を
補
完
す
る
た
め
に
誕

生
し
た
の
が「
さ
い
た
ま
新
都

心
」。
省
庁
の
出
先
機
関
、
さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
や
高
層
ビ
ル

が
近
未
来
的
な
風
景
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
。
さ
い
た
ま
局
が
大
宮
区
か
ら
こ
こ

に
移
転
し
た
の
は
３
年
前
。
ビ
ル
の
23
階

と
い
う
高
さ
は
、
全
国
の
局
の
な
か
で
も

最
高
階
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
生
の
新し
ん

家や

裕
子
さ
ん
と
訪
れ
た
の

は
、
大
宮
区
に
あ
る
氷
川
神
社
。
東
京
・埼

玉
圏
に
点
在
す
る
氷
川
神
社
の
総
本
社
で

す
。
一
ノ
鳥
居
か
ら
本
殿
ま
で
、
実
に
２

㎞
に
わ
た
っ
て
立
派
な
参
道
が
続
き
ま
す
。

新
都
市
の
す
ぐ
そ
ば
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。

局
の
な
か
で
も

　
い
ち
ば
ん
の
高
層
階
に
。

関
東
平
野
も
一
望
で
す
。

豪
華
な
ホ
テ
ル
の
２
階
に
あ
る
広
島
局
。

　
　
修
了
生
た
ち
が
き
も
の
で
集
う
姿
も

　
　
　
美
し
い
絵
に
な
り
ま
す
。

日
光
に
お
住
ま
い
の
新
家
裕
子
さ

ん
。
し
っ
と
り
し
た
手
触
り
の
紬

に
、
手
織
り
の
博
多
帯
を
合
わ
せ

て
。
大
人
の
色
合
わ
せ
で
す
。

交
通
の
要
所
と
し
て
市
場
が
開
か
れ
る
な
ど
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
本
町
通
り
。
今
も
蔵
の
あ
る
町
家
が

残
る
。
川
越
の
蔵
つ
く
り
の
モ
デ
ル
で
し
た
。

撮
影
／
川
名
秀
幸（
H
K
s
tu
d
io
）

撮
影
／
川
名
秀
幸

（
H
K
s
tu
d
io
）

広 島 県

埼 玉 県

広

島

局

さ

い

た

ま

局

広
島
局

広
島
市
中
区
基
町
６ 

� 
78

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
２
F

☎ 

0
8
2-

5
0
2-

０
０
6
8

さ
い
た
ま
局

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
11-

2

明
治
安
田
生
命
新
都
心
ビ
ル
23
F

☎ 

0
4
8-

6
0
0-

0
0
3
1

小裂で帯留を、ビーズで羽織
紐をつくる講習。手づくりで
着こなしの幅が広がります。

局のお仲間と行く食事会は、
きものを着るいい機会です。

きりりとした装いの谷上淑恵
先生の教えは「厳しく楽しく」。

埼玉生まれのフルーツ
ゼリー「彩果の宝石」。

地元の人に人気
なのは、牡蠣の風
味のかき醤油。

もみじまんじゅう
（右）と、もちもち
の生もみじ。

広島市内を縦横
に走る市電（上）。
川のほとりに立
つ原爆ドームも、
世界遺産に登録
されています。

長江鈴子先生（左）と
齋藤久代先生（右）。

島
局
が
あ
る
の
は
、
市
内
の
中

心
。
広
島
城
近
く
の
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
２
階
で
す
。

2
0
1
0
年
の
秋
に
改
装
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
同
じ
階
に
は
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
や
花
屋
さ
ん
も
あ
っ
て
華

や
か
な
雰
囲
気
。
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー

帰
り
に
は
き
も
の
姿
で
お
茶
を
飲
み
に
行

き
た
く
な
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
修
了
生
、
柳
川
あ

ゆ
み
さ
ん
は
、
双
子
ち
ゃ
ん
を
含
め
て
４

人
の
女
の
子
の
マ
マ
。
お
正
月
に
は
み
ん

な
で
き
も
の
を
着
た
り
す
る
仲
良
し
家

族
で
す
。
こ
の
日
、
広
島
が
誇
る
世
界
遺

産
、
宮
島
の
厳
島
神
社
を
案
内
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
紅
葉
や
桜
の
見
頃
の
時

期
な
ど
折
々
に
家
族
で
訪
れ
る
と
い
う
宮

島
。
き
も
の
姿
が
似
合
い
ま
す
。

首

広

銀
鼠
色
の
紬
は

帯
の
選
び
方
で

幾
通
り
も
楽
し
め
ま
す
。

気
持
ち
の
い
い
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ガ
ー

デ
ン
も
あ
る
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
。
局
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は

竹
が
あ
し
ら
わ
れ
優
雅
な
雰
囲
気
。

柳
川
あ
ゆ
み
さ
ん
の
装
い
は
、

雪
輪
の
江
戸
小
紋
に
は
っ
き

り
と
し
た
色
の
帯
と
帯
締
め

を
ア
ク
セ
ン
ト
に
。
世
界
遺

産
の
厳
島
神
社
本
殿
前
で
。

ホ
テ
ル
２
階
に
あ
る

局
は
、
落
ち
着
い
た

サ
ロ
ン
の
雰
囲
気
。

厳
島
神
社
の

華
麗
な
本
殿
前
で

モ
ダ
ン
な
き
も
の
姿
。

与
野
地
区
の
本
町
通
り
に
は

蔵
の
あ
る
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

小 物を 手 づく り で

きも の で 食 事 会 へ
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浜松局 TEL:053-459-0057

名古屋局 TEL:052-564-0070

京都局 TEL:075-811-0077

大阪局 TEL:06-6882-0099

神戸局 TEL:078-261-0082

岡山局 TEL:086-225-0041

広島局 TEL:082-502-0068

高松局 TEL:087-861-0094

関門局 TEL:093-511-0017

九州局 TEL:092-725-0081

南九州局 TEL:099-805-0050

北海道局 TEL:011-210-0054

仙台局 TEL:022-223-0069

福島局 TEL:024-522-0096

郡山局 TEL:024-991-0013

茨城局 TEL:029-850-0015

群馬局 TEL:027-324-0085

さいたま局 TEL:048-600-0031

首都圏エリア★ TEL:03-5643-0040

新潟局 TEL:025-242-0016

北陸局 TEL:076-234-0014

静岡局 TEL:054-275-0017★日本橋局・新宿局・横浜局は首都圏エリアとなりました。

〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-2-1
東京海上日動ビルディング新館6F
TEL：03-3216-0070
FAX：03-3216-0057
www.wasou.com

◎入会資格／きものブリリアンツ全国大会に出場された方（全国で約500名様）

◎入会のお問合せ・資料請求
① インターネットから（www.kosode.jp）　
② 電話で（ブリリアンツ持株会事務局担当／大森　TEL：03-3216-0070）

月々 、3,000円で日本和装のオーナーになる！
お客様とつくる「ブリリアンツ持株会」スタート

CM出演、微笑みさん…etc. 当社は今でも、修了生の活躍で支えら

れています。さらに株主（オーナー）にもなってほしい。そんな想いで

「持株会」を作りました。もちろん当社の株式は東証に上場しており、

どなたでも株主になることは今でも可能ですが、もっと身近に、手軽

に、気軽にと考え、毎月3,000円（1口1,000円／最小申込口数3口）か

らの投資で、株主になっていただけることになりました。
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